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福山支部は5月16日・17日の二日間、街じゅうがバラ
の香りに包まれる福山市の一大イベント「福山ばら祭」で、
ローズパーク部会として、昨年に続き今年も『建築資材で
つくる椅子づくりワークショップ』を開催しました。リ
ピーターのご家族も多く、今年も会場にはたくさんの親子
が訪れ、にぎやかで温かな雰囲気に包まれました。
ワークショップでは、切り込みを入れた合板を使い、親
子で協力しながら椅子をつくる体験をご提供しました。
子どもたちは手ノコを握りしめ、慣れないながらも真剣な
表情で木材をカット。建築士会のメンバーが横に寄り添
い、切り方のコツを伝えたり、手を添えて一緒に押さえた
り温かくサポートしました。サンダーでの面取り作業で
は、建築士が「ここを丸くすると安全だよ」「木の肌触りが
よくなるよ」と声をかけながら、子どもたちと一緒に木の
感触を確かめる姿も見られました。
組み立て終わり、完成した瞬間には笑顔が広がり、あち
こちで大きな歓声が上がりました。完成後の色塗りの時

間には、ばら祭らしい鮮やかな色づかいや、子どもたち
の自由な発想があふれるデザインが次々と誕生しました。
建築士会メンバーも「いい色だね」「その模様おもしろい
ね」と声をかけながら、作品づくりを一緒に楽しんでいま
した。世界にひとつだけの椅子が並ぶ光景は、昨年に続き
今年も小さなギャラリーのようで、訪れた方々の目を楽し
ませていました。
また、当日の運営には多くのボランティアスタッフや建
築士会のメンバーが協力し、受付から材料準備、作業補助
まで一体となって取り組んだことで、今年もスムーズな進
行が実現しました。会場では地域の皆さまと建築士との
自然な会話が生まれ、ものづくりを通じた交流が広がる、
心温まる時間となりました。
今後も建築士会として地域に寄り添い、子どもたちや地
域の皆さまに建築の魅力や楽しさを伝えられるよう、継続
的な活動と新たな企画づくりに取り組んでまいります。

「福山ばら祭 2026」
ローズパーク部会ワークショップ報告

 青年委員会　井手　裕介
福 山 支 部
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会員の皆さまには、平素から（公
社）広島県建築士会の活動に対し、
積極的なご参加、ご協力をいただ
き、厚くお礼申し上げます。
本年6月6日の総会・理事会にお

きまして、会員の皆様からのご推
挙により、会長に再任させて頂き

ました。大変光栄なことと感謝申し上げると共に、責任の
重さを痛感しているところです。
一期目の就任時に、県内7支部に出向いて、支部活動の

状況等について色々ご意見を伺いました。各支部におい
ては、会員数をはじめ取り巻く状況が異なっており、支部
の実情に応じて、より活発な活動が展開できるような仕組
みづくりが必要だと感じたところです。
これを受け、支部推薦の理事定数などは、柔軟に対応が

できるよう規約の改正を行いましたが、不十分な点があれ
ば順次対応していきたいと考えています。
これからの2年につきましては、財政状況が厳しい中に

あって、支部活動の協働化といった観点から、各支部間の
連携が重要だと思います。また、各委員会についても、効
率的な運営に当たっては委員会相互の連携も重要と考え
ていますので、支部長会議や委員長会議を開催する中で、
よりよい手法を見つけたいと思います。
さて、中四国ブロック会の会長会議については馴染みの

薄い方が多いと思いますので、最近の議題3点を紹介させ
て頂きます。1点目は、令和9年度の全国大会「香川大会」
について、広島大会と同様にブロック会からの補助が決定
されたこと。2点目は、ブロックでの「まちづくり活動」を
活発化させようと、これまでのまちづくり委員長会議か
ら、一般委員も参加できる「まちづくり会議」へ拡充する
検討をしていること。既にある「青年女性のつどい」と同
程度を目指しています。3点目は、若手建築士の入会促進
策として、「アンダー 40建築士賞」の創設に向けて検討会
議を立ち上げ、来年度からの実施に向け取り組んでいるこ
と、以上3点です。
ブロック会の検討議題については、適宜ご報告したいと

思います。
また、今年6月まで建築士会連合会の副会長を務めました

ので、副会長として担当した「まちづくり委員会」と「CPD・
専攻建築士制度委員会」の活動を紹介させて頂きます。

まちづくり委員会では毎年「全国まちづくり会議」を開
催しており、今年は、宮城県の女川町と石巻市で「復興ま
ちづくり」をテーマに開催されました。
未曾有の大規模災害により、住んでおられる方々の心の

変化も大きく、高台移転や多重防御による減災まちづくり
に、地域の皆さんが一体となって取り組まれたことをお聴
きし、また、発生時の復旧期、復興期、再生期、発展期とそ
れぞれの段階において、ハードからコミュニティづくりと
いったソフトまで、様々に生じる課題と対応について勉強
させて頂きました。
今後想定される南海トラフ大地震などへの対応も踏ま

え、今後の活動に役立てば幸いかと思います。
CPD・専攻建築士制度委員会においては、2か年にわ

たって日本建築家協会（JIA）と「建築士資格の国際化への
対応」をテーマに協議を進め、今年3月「JAPANアーキテ
クト認定制度創設」に向けて基本合意書を締結しました。
この背景には、日本の建築士資格は、世界基準

（UNESCO-UIA建築教育憲章）で認証されていないため、
世界で通用しないということがあります。
このため、JAPANアーキテクトを創設し、JIAの登録

建築家または建築士会の統括設計専攻建築士のいずれか
の資格を有することを前提として、さらに一定年数の実績
を有することで、UIA基準と同等として認定しようとい
うものです。令和10年度からの施行を目指し、今年度は
認定基準の作成などを行う予定です。
まだ課題はたくさんありますが、JAPANアーキテクト

が世界で認知されることにより、次世代の若手の育成や会
員増強にも、役立てばと考えています。
中四国ブロック会と連合会で、色々な課題に対して新た

な制度や活動の拡充が進められていることをご紹介しま
したが、こうした情報については、各委員会等を通じて、
皆さまと意思疎通を図りたいと考えています。
最後に、建築士会と取り巻く課題はいろいろあります

が、その解決に向け、皆様方のご協力をお願い申し上げる
と共に、今後ますます会員相互の親睦が深まり、さらに活
発で楽しい士会活動となることを願っています。
会員の皆さまの活発なご意見とご参加をいただきます

よう、よろしくお願い致します。

（公社）広島県建築士会　　　
会  長　佐名田　敬荘

ごあいさつごあいさつ
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表紙写真について
三次市立三次小学校

●所 在 地／広島県三次市三次町1851番地1
●敷 地 面 積／12,094.41㎡
●建 築 面 積／1,917.92㎡
●延 床 面 積／4,974.68㎡
●構 造／鉄筋コンクリート造
●規 模／地上3階
●設計・監理／株式会社あい設計

●施 工／株式会社加藤組、三次電工株式会社、備北設備工業株式会社

三次市立三次小学校は、児童約230人が在籍する公立小学校である。計画地周辺は歴
史的街並み整備地区となっているため、新校舎は周辺の街並みを形成する建築的要素を
取り込んだファサードとし、地域住民からも親しまれる小学校を目指した。
本計画では『コモンズ』によって学校を構成することで、校舎全体で楽しく興味を持って
学び、生活できる学校を目指した。学年コモンズは4つの教室が中央のワークスペースを
囲む計画とし、教室だけにとどまらない多様な学びが可能な空間とした。また、普通教室
内は様々な方向を向いて授業ができるよう、教室の前後だけでなく側面にもホワイトボー
ドを設け、個別学習やグループワーク等、多様な学びに対応可能としている。
内部空間は場所ごとにそれぞれ特徴のある形状や色を用い、児童が自分の居場所を把握
しやすい計画とした。そのほかピロティの丸太柱や、計画上伐採した既存樹木を活用し
たサイン等、児童が愛着を持てる校舎となる工夫を随所に設けている。
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本年度から新たに就任した委員長の紹介です
この度、まちづくり委員長を務めさせていただく事になりました。4年前からまちづくり委員会に参加して県内の様々

な旧家や町の歴史を知り、それを中心にまちづくりをしている方々の話を聞きました。皆様に共通しているのはそれぞ
れの街を愛し、歴史に誇りを持って活動されている。その姿に感銘を受けました。まず自分の街に愛着を持つ事が何より
大事。その視点でこれからも活動していきます。委員会以外の方もイベントにはどんどん参加してください。

 まちづくり委員長　廣田　昌治

今年度より青年委員長を務めさせて頂く尾道支部の小西です。建築士会で活動する中で、様々な建築士の方と話す機
会があり、多くの知見を得ることができ感謝しております。若輩者ではございますが、少しでも恩返しできればと思って
おります。
各支部のメンバーの力を合わせて、楽しく活動していくことが、会員同士の交流につながると考えています。至らぬ点

が多々あると思いますが、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。
 青年委員長　小西　琢真

今年度より女性委員長を拝命いたしました広島支部の福繁です。
本委員会では、会員同士の温かい交流を土台とし、活発な情報交換を通じて互いに切磋琢磨し合える場づくりを目指

します。また、私たちの活動を広く周知するとともに、地域社会との交流も深め、女性建築士ならではの視点で地域貢献
に繋げてまいりたいと考えております。
経験豊かな皆様の知恵をお借りしながら、楽しく有意義な活動を展開してまいります。どうぞ一年間、よろしくお願い

いたします。
 女性委員長　福繁　愛

この度、理事及びヘリテージ委員長を仰せつかりました橋田です。その職責の重さに身が引き締まる思いです。広島に
息づく歴史的建築遺産は、地域の記憶であり未来への遺産です。これらを単に保存するだけでなく、現代の暮らしに活か
す「創造的活用」を推進し、その魅力を広く発信していけたらと思っています。近頃では紛争や戦争の影響を世界的に受
けて建築でも先が予想しにくい状況が続いていますが、理事としても会員の皆様のお力になれるよう全力を尽くします。
皆様の温かいご指導をどうぞよろしくお願いいたします。

 ヘリテージ委員長　橋田　勇人

CPD認定プログラム（8～9月広島県内実施分） 
2026年5月27日現在

日 時 プログラム名 単位 主　催 連絡先
8/  1 H1201 VRソリューションを活用した実践建築設計3次元CAD技術 5 高齢・障害・求職者雇用支援機構 広島支部広島職業能力開発促進センター 082-245-4338
8/  2 H1201 VRソリューションを活用した実践建築設計3次元CAD技術 5 高齢・障害・求職者雇用支援機構 広島支部広島職業能力開発促進センター 082-245-4338
8/19 既存住宅状況調査技術者講習（更新） 2 広島県建築士会 082-244-6830
8/20 監理技術者講習 6 広島県建築士会 082-244-6830
8/20 系統連系規程 講習会 8/20 6 日本電気協会 中国支部 082-243-4237
8/21 第一種電気工事士定期講習 （広島市） 8/21 6 電気工事技術講習センター 03-3435-0897
8/22 H1601 木造住宅における許容応力度設計技術（入力編） 5 高齢・障害・求職者雇用支援機構 広島支部広島職業能力開発促進センター 082-245-4338
8/22 令和8年度 広島県ヘリテージマネージャー養成講習会（1） 6 広島県建築士会 082-244-6830
8/23 H1601 木造住宅における許容応力度設計技術（入力編） 5 高齢・障害・求職者雇用支援機構 広島支部広島職業能力開発促進センター 082-245-4338
8/29 H1701 木造住宅における許容応力度設計技術（活用編） 5 高齢・障害・求職者雇用支援機構 広島支部広島職業能力開発促進センター 082-245-4338
8/30 H1701 木造住宅における許容応力度設計技術（活用編） 5 高齢・障害・求職者雇用支援機構 広島支部広島職業能力開発促進センター 082-245-4338
9/  1【第2回】労働安全衛生特別教育（低圧電気）講習会 （広島会場） 8 日本電気協会 中国支部 082-243-4237
9/  5 H1502 ドローンを活用した建物劣化診断技術 5 高齢・障害・求職者雇用支援機構 広島支部広島職業能力開発促進センター 082-245-4338
9/  5 令和8年度 広島県ヘリテージマネージャー養成講習会（2） 6 広島県建築士会 082-244-6830
9/  6 H1502 ドローンを活用した建物劣化診断技術 5 高齢・障害・求職者雇用支援機構 広島支部広島職業能力開発促進センター 082-245-4338
9/12 H1801 隅木・振垂木の施工実践技術（原寸図編） 6 高齢・障害・求職者雇用支援機構 広島支部広島職業能力開発促進センター 082-245-4338
9/13 H1801 隅木・振垂木の施工実践技術（原寸図編） 6 高齢・障害・求職者雇用支援機構 広島支部広島職業能力開発促進センター 082-245-4338
9/16 監理技術者講習 6 広島県建築士会 082-244-6830
9/26 H1901 隅木・振垂木の施工実践技術（加工編） 6 高齢・障害・求職者雇用支援機構 広島支部広島職業能力開発促進センター 082-245-4338
9/26 令和8年度 広島県ヘリテージマネージャー養成講習会（3） 6 広島県建築士会 082-244-6830
9/27 H1901 隅木・振垂木の施工実践技術（加工編） 6 高齢・障害・求職者雇用支援機構 広島支部広島職業能力開発促進センター 082-245-4338
9/29 H3101 事例で学ぶビルにおける給排水衛生設備の保守管理技術 6 高齢・障害・求職者雇用支援機構 広島支部広島職業能力開発促進センター 082-245-4338
9/30 H3101 事例で学ぶビルにおける給排水衛生設備の保守管理技術 6 高齢・障害・求職者雇用支援機構 広島支部広島職業能力開発促進センター 082-245-4338
9/30 設計図書整合性向上ガイドブック解説講習会（DVD講習） 1 広島県建築士会 082-244-6830
9/30 総合図作成ガイドライン解説講習会（DVD講習会） 2 広島県建築士会 082-244-6830
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新たな役員改選制度による初めての定時総会が開催されました

6月6日（土）に広島県情報プラザにおいて定時総会が
開催されました。令和3年を別とすれば8年ぶりの情報プ
ラザでの開催となりました。今回も総会、懇親会共昨年と
同じ会場になりましたが、昨年同様多くの会員皆さまにご
出席いただきまことにありがとうございました。
定時総会では、次の議案についてご承認いただくことが
できました。
議案第1号　令和7年度収支決算の件
議案第2号　役員選任の件
議案第3号　定款改正の件
特に今年度は、2年に一度の役員改選の年にあたり、本
日の総会の終結をもって役員の任期が満了となり、新たな
役員が選任されました。今回の役員改選は、昨年度来本会
の定款、規則、役員選挙細則を改正し新たな役員改選の枠
組みとした初めての定時総会となりました。これは会長
選出のあり方と、本会の運営、支部間の連携を強化するた
め業務執行理事の拡充、及び改正公益法人法に対応したも
のでございます。
ここで新たな役員改選の枠組みについて改めてご紹介
させていただきます。
1　会長候補者は支部が推薦する候補者から選挙管理委員
会が選出する。
2　支部間の調整、連携の強化のための副会長の新設
し、副会長を3人体制とする。
3　副会長1名及び常務理事1名は支部推薦とする。
4　理事1名及び監事1名は会員以外の学識経験を有
する者から選任する。
以上の枠組みにより本総会において新たに外部理
事1名を含む理事35名と外部監事1名を含む監事2
名が選任されました。なお、総会を中断した理事会に
おいて会長、副会長、専務理事、常務理事が選定され、
各委員会の委員長が選任されました。再任となった
佐名田会長は、「2年前の一期目では、各支部の実情
把握に努め、役員改選について改善を図った。今期は
支部相互間の連携強化や委員会間の連携による事業
運営に取り組む。」と挨拶されました。
以下令和8年度・9年度の役員です。
○会長　　　佐名田　敬荘
○副会長　　濱井　義樹　 倉田　まゆみ　
　　　　　　濱田　昌範
○専務理事　加藤　史隆
○常務理事　元廣　匡伸　  村上　浩一　　
　　　　　　竹中　哲成　  的場　弘明　　
　　　　　　栁河　元木
○理事　　　杉田　洋

企画総務委員長　濱井　義樹（兼務）

広報委員長　梶川　彰彦
事業委員長　浦山　豊隆
交流厚生委員長　井手口　耕三
まちづくり委員長　廣田　昌治
住宅委員長　佐々岡　由訓
青年委員長　小西　琢真
女性委員長　福繁　愛
CPD制度・専攻建築士制度委員長　橋本　明美
試験業務委員長　相原　直樹
ヘリテージ委員長　橋田　勇人
香川　寛治　  吉谷　勝美　  松本　浩一
栄花　彰子　  家頭　昌子　  篠部　裕
松田　寛　　  今井　秀樹　  笠井　壮一
渡邉　桂司　  荒川　泰生　  坂井　泰司
今岡　哲也

○監事　　　田中　貴宏　  平賀　克則

そのほか報告事項の中では、既に会員皆さまには本会会
誌「建築士HIROSHIMA」の4月号と5月号でお知らせし
ていますが、本会会誌と連合会会誌「建築士」の発送を本
年5月から奇数月の発送とすることを報告させていただ
きました。
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７月号から３回にわたり特集記事「建築士も活用がしやすくなった3D
計測技術」を担当する西村さん・安井さんのプロフィールを紹介します

西村　正三　㈱コバコン　広島営業所　技術顧問　
博士（工学）・一級建築士・技術士（建設）・ヘリテージマネージャ 広島県建築士会会員

広島を拠点に40年以上、全国の歴史的建造物の計測・記録・保存に携わる。
現在は㈱コバコンの技術顧問として、建造物の3D計測、調査設計、公共プロジェクトの技術支援を
行う。
1985年に㈱計測リサーチコンサルタント（広島）在籍時に「広島平和記念公園・慰霊碑」のRC造から石
造への改築プロジェクト」を担当。当時32歳。写真測量の経験も少ない状況でありながら、「丹下健三
の思想を正しく継承したい」という思いからプロジェクトに手を挙げ、法政大学 大嶋教授らとの連携
で、RC造慰霊碑の原型を高精度で記録し、石造改築に必要な3D形状データを作成。
この経験が、後の文化財3D計測・デジタルアーカイブの道を切り開く契機となり、今日まで続く「歴
史的構造物を技術で守る」という姿勢の礎となっている。
■2007年　皇居石垣修復支援システム→「国土技術開発賞」／「ものづくり日本大賞」内閣総理大臣賞
■2013年　論文奨励賞　（公社）日本測量協会 応用測量論文集
■2015年　長崎大学　博士論文　前田工学賞（土木分野）受賞
連絡先：携帯090-8363-7552　　　address：shoz24mura@gmail.com

安井　伸顕　㈱計測リサーチコンサルタント　クリエイティブ事業部　課長
博士（工学）・ヘリテージマネージャ

広島を拠点に15年以上にわたり、社会インフラ、建築物、文化財などを対象とした三次元計測業務に
従事。
レーザ計測、ドローン、写真測量・写真解析等を活用し、現況記録や図面作成、調査・設計、修復に
活用するための三次元データの取得・解析を行っている。
歴史的建造物や文化財の記録・保存にも携わり、三次元データの実務活用を通じて、社会インフラ
の長寿命化と文化財の保存・継承に取り組んでいる。
連絡先：携帯080-2895-5350　　　address：yasui@krcnet.co.jp

広島県では令和8年4月1日から
建築確認申請等の電子申請の受付を開始しました

広島県では令和8年4月1日より、一般財団法人建築行政情
報センターが提供する 「電子申請受付システム」を利用した建
築確認申請等の電子申請の受付を開始しました。
電子申請は、所管の消防機関が電子申請への対応が可能な

区域が対象です。（対象区域以外の電子申請をされた場合、受
付けることができませんのでご注意ください。）

電子申請の対象手続き等（令和8年4月現在）

手数料納付
申請先

対象の申請建築物
等の所在地（※1） 対象の申請 対象の建築物等

西部建設
事務所

竹原市、大竹市、
府中町、
大崎上島町

●確認申請
●計画変更確認申請
●計画通知
●変更計画通知

※中間検査申請、
完了検査申請及
び広島県建築基
準法施行細則に
定める届出等は
提出することが
できません。

●建築物
　すべての建築物
●昇降機
　すべての昇降機
●工作物
法第88条第2項
を除く工作物
（例：擁壁、広告
塔等）

東部建設
事務所

世羅町

北部建設
事務所

－

※1：表記の市町以外（江田島市・海田町・熊野町・坂町・安
芸太田町・北広島町・府中市・神石高原町・三次市（※2）・
庄原市・安芸高田市）は電子申請を行うことができませ
ん（令和8年4月現在）。
従来の紙による申請を行ってください。

※2：三次市内の次の建築物及び工作物については、三次市が
所管しています。ただし、許可等を伴う場合には、県の
所管となる場合があります。
・建築基準法第6条第1項第2号に掲げる建築物のうち、
木造の建築物
（地階を除く階数が3以上であるもの、延べ面積が300平
方メートルを超えるもの及び高さが16メートルを超え
るものを除く。）
・建築基準法第6条第1項第3号に掲げる建築物
・建築基準法施行令第138条第1項に規定する工作物のう
ち、同項第1号に掲げる煙突若しくは同項第3号に掲げ
る工作物で高さが10メートル以下のもの又は同項第5号
に掲げる擁壁で高さが3メートル以下のもの（いずれも
上記に規定する建築物以外の建築物の敷地内に築造する
ものを除く。）

【広島県HP：建築確認申請等の電子申請について】
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/107/
kakunine-shinsei.html

広島県土木建築局　建築課　建築指導グループ
082－513－4183

行政情報
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3月23日「令和7年度公開まちづくりセミナー」
委員長　浦山　豊隆

令和8年3月23日（月）に「令和7年度公開まちづくりセミナー」
を開催しました。会場は広島YMCA国際文化ホール、187名と多数
のご来場をいただきました。講師には、SANAAを妹島和世様と共
同で設立された、横浜国立大学大学院建築都市スクールY-GSA教
授の、西沢立衛先生をお迎えしました。
昨年秋、「ひろしま国際建築祭」が開催され、その一環として、尾
道市立美術館では「特別展　ナイン・ヴィジョンズ：日本から世界
へ跳躍する9人の建築家」という展覧会が行われ、SANAAの数々
の代表作が展示スペースの壁面全体に投影され、臨場感ある映像で
の出展がありました。
「自作について」というテーマで、ご講演いただきました。
（以下、講演内容抜粋）
1995年以後、師匠である妹島和世さんとともにSANAAとし
て共同設計しています。現在、私たちの事務所には「妹島事務所」
「SANAA事務所」「西沢事務所」の3つが同居しており、別々に、た
まに一体化しながら設計を進めています。
私が大体考えていることは、どういう体制であってもそれほど大
きく変わらないと考えまして、SANAAで設計してきたものと、西
沢事務所として設計してきたものを全部まとめて説明します。
私が建築を考える上で、強いていくつかの興味に絞って説明する
と、自分の中での重要なテーマは「人間」「環境」「歴史」3つとの関
係にあります。
・人間との関係： 人間が建築をどう使うか、というところから建
築の面白さを展開できないか
・環境との関係： 建築が独立してあるが、環境と調和している、
ランドスケープと調和を持った建築
・歴史との関係： 古い建築をつくるという意味ではなく、歴史の
流れに合うような歴史的な建築
この3つのテーマはそれぞれにムラはあるものの、全体としては、
このような方針を自分の中では考えています。
□スイス連邦工科大学（EPFL）ラーニングセンター
　（ローザンヌ　スイス）2010年
図書館、レストラン、講義室、学生オフィスなどが集まる複合的
な学生会館です。敷地は1970年代風の工業的なシステム建築のキャ
ンパスで、中心広場のようなものを作ってほしいということがコン
ペのテーマにありました。そこで部屋を細かく区切るのではなく、
一つの大きな広場のような建築を提案しました。建物を部分的に
空中にジャンプ（起伏）させ、その下をくぐって建物の中心から入
るという構造にしました。この3次元的な起伏は、外では人を招き
入れる解放感になり、中では地形を作り出すというかたちになりま
す。壁で仕切るのではなく、地形で空間を分けることで、異なる学
科の学生が自然に出会い、交流できる場所を目指しました。
私たちの設計はなぜか出入口が多くなり、中と外が一体化してい
きます。私たちはランドスケープ的な建築、中と外がつながってい
るのが本来の建築のありようなのだという、中と外、1階と2階の区
切りがない、移動性や連続性を重視したような合理的な建築を目指
しています。
□豊島美術館（土庄町　香川県）2010年
アーティスト・内藤礼さんの作品「泉」を1点だけ展示するという、
非常に特別なプログラムの美術館です。建築、自然や周辺環境、アー
トが永遠に一体化している状態にすることが一番重要な問題だと考
えました。横の山と建築の主従関係を曖昧にするため、建築は直線
ではなく自由曲線で構成されています。極限まで高さを低く抑えた
シェル構造にするため、基礎を掘ったときに出る土で山を盛り、土

を型枠がわりにしてその上にコンクリートを打設するという工法で
施工しました。天井にある大きな2つの穴は、あえて塞がずに開放
しています。内藤さんの作品は床から泉が湧き出るものですが、そ
こに雨も降り込んできます。離島という遠い場所だからこそ、都会
にあるような室内化された美術館ではなく、空調、煙感知器、防火
シャッターなどがない、半分外のような展示空間にしました。空間
の中で見知らぬ人たちとともに泉を囲むという体験を生み出してい
ます。
□香川県立アリーナ（あなぶきアリーナ香川）
　（高松市　香川県）2025年
高松駅から海へ向かう動線上に位置する、大・中・小の3つのア

リーナからなる巨大な体育館です。3つをそのまま合体させると巨
大な箱になり遮蔽感があるので、3つのアリーナはそれぞれにつく
り、空間、屋根は一体化しているということで3つの山が連続する
ような形の屋根をかけました。
街から海への視線や動線を遮ってしまうため、競技場レベルを客

席レベルから半地下にして1段下げて、半地下の丘を乗り越えて海
に行ける動線を作りだそうとしています。
外が見えない閉じた箱としての体育館ではなく、ホワイエと競技

場が壁ではなく客席の傾斜だけで区切られている。観客席のあちこ
ちに大きな開口部（穴）があり、館内にいても常に瀬戸内海や高松
の街の気配を感じられます。また、建物の周りには大きな軒を出し
ており、休館日であっても地域の人々が屋根の下でバスケットボー
ルをしたり、くつろいだりできる公園の一部のようなアリーナを目
指しました。
瀬戸内海がよく見えるということで、コンサートに閉じて使うこ

ともでき、高松の瀬戸内海の風景の魅力も感じれる体育館というの
が良いのではないかと思い、このような形になりました。
このようなかたちで、やはり人間の活動にふさわしいもの、それ

が住むとか、働くとか、いろんな活動があると思うんですけど、い
ずれにしても、人間の活動にふさわしい建築というものです。もう
一つは、環境の魅力を感じるというか、環境にふさわしい建築とい
うものを作ろうとしているというのがあります。もう一つは、やっ
ぱり歴史にたえうる建築というものを作ろうとしているのかなとい
うこと。大きく言うとその三つが、私にとってすごく大きな建築の
方針なのかなと思います。
□その他ご説明いただいた作品
〇ルーブル美術館ランス別館（ランス　フランス　2012）
〇軽井沢千住博美術館（軽井沢町　長野県　2011）
〇グレイス・ファームズ（ニュー・ケイナン　アメリカ　2015）
〇小豆島の葦田パビリオン（小豆島町　香川県　2013）
〇House in Los Vilos  チリの別荘（ロスヴィロス　チリ　2018）
〇ガーデン・アンド・ハウス（東京都　2012）
〇ししいわハウス　NO.3（軽井沢町　長野県2023）
〇ニューサウスウェールズ州立美術館新館（シドニー　オーストラ
リア　2022）　〇現在計画中の別荘
〇上海　文化センター（上海市　中国2019）
〇済寧美術館（済寧市　中国2019）
講演後の質問では学生からの質問が多数ありましたが、丁寧なご

回答をいただきました。また、会場を出ますと、学生が待ち受けて
おり、そこでも質問に丁寧に対応していただきました。その様子を
拝見しまして、人気の高さの一端を知ることができました。
国内、海外のプロジェクトでたいへんお忙しいなか、貴重な講演

をいただきまして、どうもありがとうございました。

事業委員会
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3．建築士が知っておくべき「精度の本質」

ここで、多くの建築士が抱く疑問に触れておきたい。
「スマホで撮った写真を解析ソフトに入れるだけで、本当
に精度は大丈夫なのか」この問いはもっともである。しか
し、実は1985年の精密写真測量と2025年のSfMは、精度
の決まり方という観点では共通している。写真測量の精
度は、撮影距離、画素寸法（ピクセルサイズ）、撮影枚数と
幾何条件、レンズの歪み、対象物のテクスチャ（模様の有
無）といった要素で決まる。
建築士が押さえるべきポイントは、どの程度の精度が必

要か、その精度を得るために、どの撮影条件を整えるべき
か、どの部分に誤差が出やすいかという“判断の軸”であ
る。技術の進化によって、建築士自身がこの判断を行える
時代になった。図3は、広島平和記念公園・慰霊碑の材質
（RCと石造）と各計測手法で得られた頂部寸法の一覧を整
理したものである。図中の2）は、1985年の近接写真測量
で得られた距離、図中の3）は、2009年のレーザ計測、図中
の4）は2026年コンパクトカメラで撮影した画像から3D
モデル生成（SfM／MVS）で算出したものである。図中1）
の丹下の原設計図との誤差はわずか1～ 3mmであり、驚
異的な精度の一致が確認された。異なる時代、異なる建造
物、異なる業者によって施工されたにもかかわらず丹下の
設計思想が正確に継承されていることに驚嘆する。 

 

計測手法等  計測・成果イメージ 材質 
頂部寸法 

1）1951 年 11 月 
丹下健三作成原図 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
《（断面図・平面図・配置図）》（設計 51 年 11/26 日） 

RC 造 
 

出典：中村 尚明  
丹下健三による 3 つの広
島平和記念公園慰霊施設
案計画から 

8.291ｍ 

2）1985 年 
近接写真測量 
 

  RC 造 

 

㈱計測リサーチ C 
法政大学 大嶋教授 
広島工業大学菅研究室、
国際航業、大林組 

 8.293ｍ 

3）2009 年 
3D レーザ計測 

  石造 

㈱計測リサーチ C 
㈱リーグルジャパン 

8.29ｍ 

4）2026 年 
SfM/MVS解析 
iTwin capture 
 

  石造 

㈱コバコン 8.294ｍ 

 

  

  

手撮り撮影 
（4000×3000pix） 

図3　慰霊碑の検証結果の一覧【QR：検証1】

※丹下は、当時施工された「原形」に重点を重き、筆者に図面の提示
をしなかった。図中の1）は、筆者が最近NETで入手したものである

誌面ではどうしても限界がある。特に、1985年の写真測
量機材の構造、スマホ撮影からSfM解析の流れは、文章よ
りも映像のほうが圧倒的に理解しやすい。そこで本連載
では、毎回5分程度の動画を制作し、誌面にQRコードを
掲載する。
第1回の動画では、「2009年のレーザ計測」「2025年のデ

ジカメ3D生成」「精度比較検証」を視覚的に紹介し、読者
が“技術の進化を体感できる”構成とした。

4．うだつ（卯建）の例

徳島県美馬市　脇町「重伝建地区」の「うだつ（卯建）」
を対象に地上から写真を80枚前後撮影し、それを3Dモ
デル化することで、地上から5m上にある「うだつの形状」
などを簡易に色々な角度から詳細な寸法取得が可能であ
ることを動画で紹介した。

 

図4　うだつ（卯建）の検証概要【QR：検証2】

5．まとめ

今回は1200万画素のデジタルカメラで撮影したが、長
さ基準を適切に配置し、適切な解像度で、テキスチャが豊
富であれば、精度は確保できることを検証できた。

次回予告：第2回では、UAV、3Dレーザスキャナ、SLAM
という3つの主要技術を、建築士の実務に即して比較す
る。また、街並み3Dモデルを“絵の素材”として活用する
方法にも触れる予定

※3DCG動画他のQRコードを下記に貼り付けている。
スマホからDLして自由にご覧ください。

　　 　　

▲写真測量の論文1　　　  ▲慰霊碑の検証1　　　  ▲ウダツの検証2
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その1　40年でここまで変わった―写真測量からスマホ3Dへ
㈱コバコン　西村　正三

㈱計測リサーチコンサルタント　安井　伸顕

1．はじめに

1985年写真測量は“専門家だけの世界”だった。
1980年代、建築分野で三次元情報を得るための手段は、
精密写真測量が中心だった。しかしその作業は、今日の建
築士が想像する以上に“重厚な技術体系”で構成されてい
た。丹下健三が1951年に設計した「広島平和記念公園・慰
霊碑」のRC造から石造への改築プロジェクト（1985年）
の精密写真測量機器構成を（図1）に示す。まず、対象物の
周囲に標定点を設置し、トータルステーションで精密に
測量する。撮影には、一般のカメラではなく、写真測量専
用の大判カメラ（ガラス乾板）を使用する必要があった。
撮影後は、解析室に据え付けられた精密解析図化機にフィ
ルムをセットし、専門技術者が立体視しながら図化を行
う。1枚の図化に数時間、場合によっては数日を要するこ
とも珍しくなかった。当時の精度は、条件が整えば数mm
～ 1cm級を実現できたが、それは膨大な準備と専門知識
の上に成り立つものだった。建築士が気軽に扱える技術
ではなく、文化財調査や大規模インフラの記録など、限ら
れた場面でのみ活用されていた。

図1　慰霊碑の石造改築プロジェクトの精密写真測量の機器構成
【QR：論文1】

2．2025年、誰でも3Dモデルを作れる時代に

それから40年。3D計測の世界は、建築士の誰もが予想
しなかった方向へ進化した。今日では、コンパクトデジカ
メやスマートフォンで撮影した写真を、SfM（Structure 
from Motion）／MVS（Multi-View Stereo）ソフトに投入
するだけで、点群やメッシュが自動生成される。しかも、
無償ソフトでも“そこそこ使える”レベルの3Dモデルが
得られる。
現在の画像・レーザを用いた3D計測の進展を一覧にし
たものを図2に示す。
「専門家だけの技術」だった写真測量は、いまや建築士
が自分の判断で扱える技術へと変わった。
現場調査、既存建物の記録、街並みの把握、さらには趣
味の創作まで、用途は一気に広がっている。では、ここま
で手軽になった背景には何があるのか。その鍵となるの
が、デジタルカメラの高画素化と計算機性能の飛躍的向上
である。

図2　画像・レーザを用いた3D計測の進展

建築士も活用がしやすくなった3D計測技術
1985年当時「専門家しか扱えなかった3D計測」が、3D計測のアルゴリズムの進化により、一般の
建築士でも使える技術となった。「自分も試してみたい」と思うような3D計測手法について、3回にわ
たり事例を示しながら紹介します。

特集記事
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■■  指指定定確確認認検検査査機機関関 ■■  指指定定構構造造計計算算適適合合性性判判定定機機関関 ■■  登登録録住住宅宅性性能能評評価価機機関関

■■  登登録録建建築築物物エエネネルルギギーー消消費費性性能能判判定定機機関関 ■■  適適合合証証明明業業務務（（フフララッットト３３５５）） ■■  長長期期使使用用構構造造等等のの確確認認業業務務

■■  住住宅宅瑕瑕疵疵担担保保責責任任保保険険業業務務

本社　〒730-0013　広島市中区八丁堀15-8-6F

TEL：082-836-3300　FAX：082-228-8201

東京支店：東京都千代田区神田富山町22-7F

URL　https://www.jesupport.jp/ 　e-mail：mail@jesupport.jp 福岡支店：福岡県福岡市中央区天神四丁目3-30-7F

「「よよりり早早くく・・よよりり親親切切にに・・よよりり分分かかりり易易くく」」ををモモッットトーーにに
よよりり確確かかななササーービビススをを提提供供ししまますす

　　　　株株式式会会社社  ジジェェイイ・・イイーー・・ササポポーートト

■■  建建築築物物省省エエネネルルギギーー性性能能表表示示制制度度
  （（BBEELLSS））評評価価業業務務

■■  調調査査診診断断業業務務
　　　　（（遵遵法法性性調調査査、、定定期期報報告告等等））

12条点検は弊社におまかせください

中国エリアをすっぽりカバーしています中国エリアをすっぽりカバーしています

https://www.jutakuhosho.com/

11

インテリアシリーズ 第13回
講演会「伝統工芸とインテリアの出会い「引き染め」」

女性部会 部長　福馬　晶子

5月9日（土）参加者20名（建築士会員15名）で、京都から引
き染めの匠である中嶋健氏を招聘し、講演会を開催した。惹き
込まれ、時間をオーバーして会場との熱いトークセッション
が展開された。
中嶋氏は、1984年滋賀県生まれ。京都

芸術大学で建築を学び、その後英語の習
得のために渡米し、ニューヨークで芸術
や音楽に触発され、日本を人に説明する
うちに日本の伝統工芸について深く考
えるようになった。
帰国後はグラフィックデザイナーと

して働いたが、手仕事への想いを捨てき
れず、染色工房で技術を学びながら家で引き染めの試行を繰
り返し、2019年に独立した。
日本人の文化や感性の素晴らしさを独自の視点から作品に

落とし込んでいる。建築やグラフィックデザイナーの経験か
ら、あらゆるものに染めの可能性を見出し、肌に触れる浴衣や
小物のような身近なもの、空間に合わせた壁に掛ける絵のよ
うなものから暖簾、カーテン、インテリア生地などの大きな作
品まで幅広く製作を行っている。全作品手作りの一点ものだ。
近年では染色生地を使い、オフィス、店舗の全体的な装飾を

はじめ、ラッピングバスやクラフトビール缶のデザインまで、
様々な分野で染色の可能性を追求している。
2023年からは国内外のアーティストやブランドとのコラボ

レーションも行い、日本だけではなく海外に向けても精力的
に日本の文化を発信している。
京都芸術大学で講師も務め、若い世代に伝統工芸の現状や

魅力を伝えている。
最近では関西万博ローソン店舗内の装飾や、関西国際空港、

神戸空港のラウンジエントランスのアートワークも手がける。
染色の伝統技法である“引き染め”をベースに、染色の持つ美
しさや魅力を引き出す作品を日々製作している。

染めものの可能性、バイタリティを以て追及する中嶋氏の
熱い思い、引き染めの空間に寄り添う美しさ、肌に触れる着物
や小物、気を惹くビールやバスなどあらゆるもののデザイン
まで、幅広く生活に溶け込む染めの世界に酔いしれた。

広島支部

関西国際空港のラウンジエントランス。季節によりかかるのれん
が変わる。内装にも差し色として引き染めがかかる。

記憶に新しい関西万博のローソンの内装。世界
に向けて暖簾に47都道府県のイメージを染めた。

伝統工芸で気軽に着れ
る浴衣。美しい。

己斐のイベントスペースくるみで、展示の中で
講演を聞く。惹き込まれ、盛り上がった。

第8回 呉ご当地キャラ祭
KURE防災かいぎブース に出展しました

女性委員会　家頭　昌子

5月16日（土）、17日（日）、全国から66組ものご当地キャラ
クターが集まり、晴天の下でさまざまな催しが行われたご当
地キャラ祭り。その会場の一角に設けられた「KURE防災かい
ぎブース」には、呉市内の防災に取り組む色々な団体が出展し、
地域連携や防災意識の向上につながる、意義深い取り組みと
なっています。
その中で、女性委員会と呉工業高等専門学校（呉高専）篠部

研究室が連携し、防災ブレスレットワークショップを通じて、
日頃から備える防災の大切さを来場者へ伝えました。
参加した呉高専の学生からは「パラコードが防災に役立つ

ツールであることを知るとと
もに、幅広い世代の方と交流
できた貴重な経験になった」
「デザイン性の高い防災グッ
ズを広めることが、一人でも
多くの人が防災意識を高める
きっかけになればうれしい」と
いった感想が寄せられ、共に
活動する有用性を感じる事が
出来ました。
女性委員会として2回目の

参加になりますが、イベント
への参加を通じて、防災への
備えの大切さを広く発信するとともに、地域住民や来場者と
の交流を深めることができ、地域防災力向上に寄与する有意
義な機会となったのではないかと思います。

女性委員会

呉ご当地キャラ祭
～キャラ がつなぐ　みんなの笑顔～

呉市は平成30年7月豪雨災害で甚大な被害を受けました。全
国から寄せられた多くの励ましや支援への感謝と恩返しの気持
ちと、さらに復興へ向け歩み続ける呉の姿を広く発信すること
を目的として大和波止場で開催されているものです。「呉の子
どもたちを笑顔にしたい」という思いも込められています。
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